
日本女子大学附属中学校・高等学校

　「森の中の学校」。校門から校舎までが遠
い学校の代表格。といっても、樹々の中を歩く
ので健康的だし、気持ちがいい。恵まれた環境
のもと、おっとりしていた郊外の伝統校がいま
大きく変わろうとしている。中高の一貫体制を
強め、カリキュラムも全面的に見直ししている。
入試回数も増やし、広報活動にも力を入れ、や
る気を出している。そうしたことの反映か、この
ところ模擬試験では志望者の増加が顕著であ
る。

先
輩
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
選
択
を
経
て
今
に

至
っ
て
い
る
の
か
を
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

た
と
え
ば
中
３
を
対
象
に
毎
年
約
20
人
の

卒
業
生
を
招
く
「
キ
ャ
リ
ア
教
室
」
で
は
、

生
徒
が
希
望
す
る
テ
ー
マ
ご
と
に
車
座
に

な
っ
て
話
を
聞
く
。
そ
こ
で
は
、
職
業
の
紹

介
と
い
う
よ
り
は
、
な
ぜ
そ
の
仕
事
に
つ
い

た
の
か
、
中
高
の
学
び
が
ど
う
つ
な
が
っ
て

い
る
の
か
が
話
題
の
中
心
に
な
る
。

　

海
外
と
の
接
点
も
広
が
っ
て
い
る
。
中
３

の
選
択
校
外
授
業
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と

活
躍
す
る
卒
業
生
が

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
柱

　

日
本
女
子
大
学
附
属
中
高
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
が
め
ざ
す
の
は
、
自
分
と
社
会
を
理
解
し
、

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
主
体
的
に
選
択
し
て

い
く
力
を
育
て
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
様
々
な
職
業
に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ

る
。
同
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
鍵
を
握
る
の

は
、
多
彩
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生

た
ち
だ
。

　

著
名
人
や
何
か
を
成
し
遂
げ
た
方
を
ゲ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
呼
ぶ
学
校
も
多
い

が
、
同
校
は
、
身
近
な
存
在
と
し
て
の
先
輩

た
ち
が
い
る
こ
と
の
方
が
、
生
徒
に
と
っ
て

大
き
な
力
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理

由
を
國
澤
恒
久
教
頭
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
女
性
は
結
婚
や
出
産
、
子
育
て
な
ど
人

生
を
選
択
す
る
場
面
が
、
男
性
に
比
べ
て
ま

だ
ま
だ
多
い
の
が
現
実
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

マ
レ
ー
シ
ア
を
訪
れ
る
「
東
南
ア
ジ
ア
異
文

化
交
流
の
旅
」
を
設
定
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
現
地
で
働
く
卒
業
生
か
ら
、
海
外
で

の
働
き
方
や
子
育
て
に
つ
い
て
聞
く
キ
ャ
リ

ア
ト
ー
ク
が
目
玉
に
な
っ
て
い
る
。

　

い
わ
ゆ
る
理
系
分
野
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

情
報
教
育
の
分
野
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
み

ん
な
の
コ
ー
ド
」
と
連
携
し
、
Ｉ
Ｔ
業
界
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
に
つ
な
が
る
よ

う
、
女
子
校
な
ら
で
は
の
情
報
教
育
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
今
年
度
か
ら
は
、
本
学
の
建
築
デ
ザ
イ
ン

学
部
と
関
係
の
深
い
建
築
業
界
に
特
化
し
た

人
材
系
企
業
と
連
携
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
す
る
な
ど
、
建
築
設
計
分
野
へ
の
興

味
も
喚
起
し
て
い
き
ま
す
」（
國
澤
教
頭
）

中
高
の
学
び
を
強
化
す
る

「
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
拡
充
と
合
わ

せ
て
進
め
て
い
る
の
が
、
中
学
・
高
校
の
学

び
を
体
系
的
に
強
化
す
る
「
一
貫
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
だ
。
こ
れ
ま
で
別
組
織
と
し
て
運

営
さ
れ
て
き
た
中
高
を
一
体
化
す
る
。
先
取

り
学
習
を
行
わ
ず
、
大
学
附
属
校
の
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
豊
富
な
時
間
を
「
進
度
」
で
は
な

く
「
深
度
」
に
使
っ
て
い
く
。

　

今
回
の
改
革
の
意
図
に
つ
い
て
、
國
澤
教

頭
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
〝
近
道
で
は
な
く
、
遠
回
り
に
価
値
を
置

き
、
手
間
と
時
間
を
か
け
て
…
〞
と
い
う
、
本

校
の
教
育
方
針
は
ま
っ
た
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
中
学
と
高
校
そ
れ
ぞ
れ
で

完
結
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
６
年
間
を
見
通
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
進

化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
」

　

た
と
え
ば
中
３
で
自
由
な
テ
ー
マ
で
取
り

組
む
「
年
間
研
究
」
を
、
高
校
の
探
究
活
動

の
準
備
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
る
、
と
い
っ

た
具
合
だ
。
ま
た
、
中
高
間
の
教
員
の
異
動

も
始
ま
り
、
中
学
と
高
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

連
携
も
よ
り
有
機
的
に
な
る
。
さ
ら
に
、
従

来
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
「
ミ
ラ
イ
デ
ザ
イ

ン
」、
国
際
教
育
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ン
ク
」

と
し
て
整
理
・
体
系
化
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
も

６
年
間
通
し
て
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

四
季
折
々
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校
・

高
等
学
校
。
失
敗
を
恐
れ
ず「
自
ら
考
え
行
動
す
る
力
」を
育
む
自
由
な
校
風
の
も
と
、

本
物
に
触
れ
る
多
彩
な
経
験
を
通
し
て
豊
か
な
感
性
を
育
む
教
育
を
進
め
て
い
る
。

日
本
で
唯
一
理
学
部
を
持
つ
私
立
女
子
大
の
附
属
校
ら
し
く
、
理
系
も
含
め
た
幅
広

い
進
路
に
対
応
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
特
色
が
あ
る
。

卒
業
生
が
柱
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
が

中
高
の
一
貫
性
を
高
め
る
改
革
で

「
ミ
ラ
イ
デ
ザ
イ
ン
」へ
と
進
化
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中高の卒業生でもある、本学理学部教授の
研究室で水分子をみる実習を行った

教頭
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